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コ ヨ ア ヲ カ ‘マ ヤ ア 天秩
L I 

リ ナ如 ヨ マ タ 井究

i賓－ 生
I 、 」 、
メ セ グ 及莫 ゴ 山 山、 I 

揮成 〉〆 Jレ念 メ 天高 J、

尻 セ ボ 附斜 ン 井 サ ド 異 島

等 プ 近 ジ ポ 山 百 回 ナ ノ
ノ レ

L及-
一一
往 ノ 米 等 北

I L 
長日 タ 可P 最 々 ーー 北突 J、 山 端

キ JI- ノ モ 断見東乃 軟頂 ::. 

i時モ プ 多崖 Jレ ノ 至 弱尖墾

入 ノ カ ヲ カ 如百 ナ ニL

地 、.＞•~ ナ如 キ 五 Jレ 山 JI〆

し一

=-

－ 
___.. 



ナ i陪ヤ 演外存怒テ 河 ア キ 平 、ーー
L 

ジ F手 津西 ス ナ海流往稽 f也 ア、
..＞、 ゴ 南岸 3レ Jレ 一ー

J、 〉主 旋 J、稽 Jレ

北 τz ーー
一一 一一 J:R.朝概浮 キ 各 ス 牽

I ，，ー、
岸ヤ へ於閥砂 ス ネ 石所持第地

ヲマピテ セ ヨ Jv ノ ーー 入ニ J、
除 海． 環しー J、 ス 者 ナ砕 於地 図決

ケ fj )J 紳下 うa ヲ レ 芹 テ 一一 参砂
..＞、 ア ヂ津流 レ 稽 ヲ モ存 照居、ー，，
！~ ヤ 島 一一

Jレ 大 モ 交其 ス ヨ、L
較前 ノ 村於 ヲ ナ源ュ幅 レ

的停津 ノ プ 以 ヲ 僅 ナ、
階
一一
国 北 J、 プ 天 一一

モ 、
入於 ノ

一一 一上 ス 井 ー其 其、
ー一 ア 揮瀧掬流然 山 町医 断
宮 J、等 ノ ノ 一一

レ ノ 一』． 域 崖

メ
一 ア ，~ 1］＜ 桂ト 西 過甚 ヲ一

Jレ浦 I・ ヲ揮モ 仰j キ タ 以、
モ階東 ノ モ ノ 其 一一

ス 狭 ア、
港 ーー 岸 得如流 蛮 主 グ

傍注ニ同I 

、
Jレ キ 路 ジ ーー 前 レ

トケ於ト ゴ 涜 .；・、 七 石積 Jレ、
ジ JI〆 ア v 水狭軒 英長 所

ア J、 -x「 能 －ー. 町 ノ 演I 
..l，、

債流 タI しJIーI J、 r局A‘ 
一ー
ヲ 白 タ i二

値 ア ラフサ メ 其経 砂 コ 俗

ア イ J、 Jレ Jレ 河前 ヨ 之

カ”海 ’ JI〆 ナ支床演 演 レ

よE子
露、
及 流 ，，、 ーー ナ ／ ヲ、 I 

ノ るノ 長此 ノ 粗於 長11 ま



｜理 列本 岩島

礁蝋

士 スヲ ノ J、

緬 1中豪天上天下基レ構 各東

地積地井部チ部底 J 成 所岸

信屠友山火モ火熔攻ス 一一 ーーI 
世 砂熔山ト山岩ノ JI-- 一 凸タ一
J、 屠岩萩原反 如岩 起 、音

震 砂岩砂 ジ類 地 スナ
災 居 屠 J、 Jレ イ

主義 主 ヲ L島ー

防 一一 質 見ア
調 熔 Jレ

（ 、
査 岩 第 西

舎 及 一 岸
版参

報 主え 約

1§- 砂
！！託 一」， 一

屠 海

方を ー一 里

ア ミ／ ／ 

伊 ア f中
旦 主主 ,g 、

4ゴ 重 一時
島 車！ 思、t
一一 ノ 走Jミ

シ

l謁 順 島 四

ス 序 ア

)I; ーー

新 従

島 ヒ



一一一一一一一 一

一一 石 白 ノ ト 多石，、 四一昼ニ雲及、
露及色 反孔質唾十 ス種母某

出石 ヲ ア 三質ナカ米基 JI〆 ア 統附

ジ 英帯 －補 ナ 3レ ワ 突底 ヲ 紋近、 、
黒 ーー ヒ 就 i腎 Jレ フ 以熔以叉岩 ノ

ジ絹中叉者
L 

上岩テ色 ノ ーー 同 ナ t也、
白 テ 総最 J、 ニ於 ノ J、 設氏 Jレ 只持持

、
色統光モ カ 長積テ 絶本 ーー ノ よf- ーー、
方尺盟揮康 '7 演 ア 之壁島 ，、所 ノ 就

白 ノ ヲ グ ブ ノ ヲ ヲ ノ 其謂 J、 キ
Lー

色方有分 ーー 南（ー）検ナ基層 白熔詳

叉向 ジ 布見部浮 ス ジ磐序ま 岩述
..；齢、 ユ多セ JI〆 小コ石 JI〆 ア ヲ ］ 日

、流 セ
｜｜雑配少 Jレ如潰す質ヲ 殆 ナ従居 ヲ ブ

色列ノ者キニナ得 ス ヒ ..；，、 ナ レ

一一 ス ・流.＿，、 多露 Jレ タ 金者巨火 ジ タ

ジ（ニ）理多孔 ノ、 Jレ 島 一一 ~u 山路 、
ア 黒 ヲ 孔質 前 ノ ノ ・ン ジ 友石蓋

宇限呈質 一一
、演 ー 透テ JI 砂質 ジ、

遜石セ ノ ジ者反岩縁友 ノ ナ本

明質 種テ ノ 三石 ーー 砂 堆 JI- 島、
叉 ナ斑類角如浦 J、露層 積 ーー

J、 Jレ品＝轡グ潜持出ニ ヨ 黒見

日程 Jレ

明部主テ獄級露質レリ ナ石 同
五 ナ尻＝白ヲ密出ナト被 質氏、
ルー黒色ナナセノレモ覆 雨 ナ ノ

モ浦雲叉セ Jレ Jレ卜島セ 者 ）；.， 所
、

ノ 降 母 J、 Jレモ如黒内ラ 相 m・i 、
ア等長友モノキ隠ニレ 重 ノ 黒、



基ナ又三四 ス分砂本 ｝レ ヌ、 一 ーー一、 、
中 フ ~宝.:; 回 ヨ 居磨 】レ 務概

I 、
ーー ン演 タ 参 、7 主 J、砂 下過 ジ
、
黒岩 ノ チ m1 プ

一一
ナ直 J、 キ部 ス ア

」＿＿， L 

此 J、火 斑雲石東モ ュ？氏 ーー
、

母 J、方 於砂岩基雨本山 日日日

長多山~院－予 ア ヨ 質底 j吾島 h足 ー・

石少側岩 ＿，、 極熔中 中砂 乏

及 ノ 及 J、 下ナ メ 岩 ノ 最厨 ジ
I 

石流 jJ 手句 部 ’ ル〆 ア ヲ 主モ J、 キ

英理 ヂ五 一ー Jレ軟被 ニ康上 モ

ノ ヲ ヤ 』－＇－・ 厚部弱覆 i手グ 部 宵ノ、

！斑呈
L 
ノ 十 サ分粗 ジ 石分火 黒

日同ll ジ 龍米 一 短熔、 ヨ 布山 雲一
ヲ 球 一ー

，プ六ミ.. 一一
.＞、 ナ岩 古J 7氏 母、

散欣 露 ノ 尺時 ノ ナ且砂 長、
黒占 f出出絶 ノ :::. 其破 レ ツ f昔 石

ス ヲ ス壁 資 ．相主件 Jレ厚 及
、 、
而有蓋 ヲ 色重 ーー 対‘ 1:k 居同 石

そJ rー，、 ミ／ ナ 粘墨破 ーー 砂、 ヲ 種 英

ア Jレ 同 ジ ゴ二 ジ 序 I手 ナナ I ヲ

石黒ーテ 質 ア 井石 ス 岩 見
I 、

基日程熔タ 火水 ーー 質 本 j昔 Jレ
、

中石岩 チ 山平粗及 島 :::. 1斬

多質涜モ 主え ノ 砂黒 ーー ジ 次

量時 ーー ヲ 成 ヨ 昭 於テ 1手
_.__ ，、

ノ 旋風
一一
央層 ~ ’ 石 ア 雨 石

球色 ス露 メ 理 ナ質 使者 質

扶 ノ Jレ J、 ヲ Jレ ノ 用 ヲ 熔
（ 

組 石者 レ 第呈苦I) ：；民 ス ρ口、 岩、
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災府不荒 ヨ 接今 織 ナ樟 ..l;

害鹿便康 ノ 回 一試レ尻、
J、 ーー ナ ジ大損 ノ 一

、、、 ト 其 1中一、
主訴 Jレ飲ナ害地 。ーー モ他積
一ー プ孤料ラ J、災 ヲ前前小屠

流 Jレ 島水スー J、 合演積稽 J、、
水ユ ーー 錦然局殆 一 メ ~t ノ 入 1可一一
及至在メ レ部 ン 部如地床、
崖 レ ーー 一ー 地 合 ーー キ ／ 一ー
地 テ 快モ限会 鍛産税海 i骨
ノ J、乏宵 ラ 島 多ス慶積八

崩 以 ジ敷 レ ーー 災 グ 2レ キ ーー JI〆、 、
壊 テ 道十耕亘 ジ石地蹄卒，－、
ーー 慮路名地 Jレ 第 テ英ユ へ地

基 急潟 ノ 亦 一 良砂ア 3レ及

版参照因 ノ メ 死甚雄 好チ 沖海

傷タ村
‘・

セ 手 一ー 、＿＿， ノ 分テ積積

段破者麗落 碕、析 J、屠 ヲ、
旬 ヲ 損 ヲ カ －＇，、 子セ殆 J、構

チ 講セ 出 フ 一 原 Jレ シ得成

災 ス ジ サ榊 料 一ー ト石 ジ、 、
タ経石砂~害 Jレ蓋家 レ津

地 一一 ジ 屋 J、 島 ラ酸英 ヲ砂
..＞、 由本 ヲ 被ア ス九八砂混及
（｝） ナ 島破害 Jレ 十 ノ ス砂

火 グ ノ 壊 ノ ノ 一 、、、 ル礁、
山 建如 ジ 程 、、、 九 ヨ コ ヨ、 、
7氏 一一 キ 耕度随 一、
砂 念交地主義テ 酸ナ多 ナ

ヨ ヲ 通 ヲ 想直 イ七 レ量 Jレ、

三一八



ヲ 壊涜 ーー 人 等 ヲ 一一
J、 ナ山 山（ー）リ、

堆 るノ ノ 亘家 ーー 見於崖 Yレ郷Tヲ神ナ
、
積雨主

一一
見 Jレ テ側双村控津 レ、 、

セ 水
一一
且被 ル（ニ） .＞、 ニ砂矢ヤユ 島 Jv 

、
友 ヅ 害地役土止屠割；其村山、 ~ rJ 

矯共砂崖ナ災場砂マ ノ 村台 J、側
、

メ ュ層上 ジ ＿，・、 ノ ＿，・、 崩上i地台 ノ、 、
一ー・ 統地 ノ 然友東崖或壊里fユ 地断
人下域道 レ砂方下 J、

一
及接 ノ 崖：、

p肴A‘~ ジ ヲ 路 屠ニ ヨ 崖基輿ヨス 上（ニ）

ノ ア 流 ヲ モ ヨ 町 下 ケ種ZJレ
一一
？及-, 

損涜 JI，破タ 館西 ーー ノ ア砂、
害路 、壊 ゴ ナ上3方建而ー コ 屠

"' ヲ ーー
一一
セ レ ／ 十ジ ジ部 ロ ア ヨ

被沿基

’ 
穣L Jレ Jll~，敷テ テ ー司 傾前、

i‘ 
，、、 因（三）ニ 台及間家崩起斜潰 ナ

Jレ セ渓起地海 コ屋壊 レ 念 ーー レ

シ耕 流 レ ノ 演達 ヲ ノ JI〆 ~ 臨 JJ.. 
、

モ地卸 々 ル崩 一一
宅J 押潟地 ジ 、、、

i口－ 
ノ ヲ チ 路崩壊治二 出 メ 災 テ背地

J、荒渓
一一
壊

一一
へ段 γ 輔 J、往後 ノ

、
七康流於 J、 ジ Jレ ノ 叉落該 々 ーー 断-, 
軒ジ ノ ケ 甚テ タ階 J、墜断断秩崖：
、 、
町河雨 Jレ タ 上 コ段之下崖崖尖（三）

＝＝ 丸

、
上 口岸災大 ノ 扶 ヲ セ ヲ ヲ 山渓

川積L ノ ーー ノ 害
一一

ーー 理 JI〆 ナ ナ及流-, 
山近茨 J、るノ ヲ 前堆波土セ セ タ 々
ノ グ砂本テ除潰積ジ砂 Jレ 、

ゴ 路

一土層島金 ケ樫セ上 J、軟上~ I 

部砂崩渓岸川尻 Jレ里或弱 ノ ド ;t. 
、 L 、
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ノ セ 大 －ーー ノ 岸 山 、'Y 一寸'" ジ 一一 サ
災 ジ 崩 ナ 被 闘 被 一一 仰i，、と 17 
害 メ 壊 Jレ 害参害流
、

ヲ ぷロ‘ .... ，、 モ 地照 地 下 崩ーニ及
） 

被 j也 流 ノ 中 主 Fセ 壊於輿

レ ＿，、 刀三 ア 最 一一 ~fl ジ 一一 ぅ－ 種
JI- f子 1‘ モ J、、 述 結 基 Jレ 一

モ I 1上 蓋：惨 ヒ、、 果 因 被過、
ノ -・ 一一 三／ 統 津其 一 ジ 害 キ

土秩 ヲ 上 災 タト → ヲア 一 サ
,,,, 面砂矢 極涜 害 ,, 最 Jレ

モ 砂 ヲ Ill l、 地 ノ、 ア プ モ モ、
しー

地際運 ノ 、、、 ノ 断 ス ノ 大 耕、

域 ノ t股北 ヘタ 崩 崖輿被 -r :tilt 
極 荒 ジ 麓 ヅ 壊 ノ 種 害 I 

メ 原 来 ヲ /¥' ーー 崩 ノ J、 被

ア 西 ブ 作壊被上 ス 害

走 Lニ－ 
、

狭 ナ 一了 ヒ 一一 害 流 七 ＿，、

レ よロ当 ス 於流 基地 ヨ 軒殆
ナ 地 Jレ ケ 下 グ ヲ リ 町 ン、
))., 此 上渓 Jレ セ 弓士 見 多 ノ
ヲ タト 一一 流耕 Jレ ノ Jレ 量地 之
以 各 j巳最地 土少 一一 ノ 災 一ー
プ 所盤北 ノ 砂 カ 其 土 J、 ヨ

悉 ノ γ ノ 被 ノ フ 中日 砂河 レ
グ 渓耕支 害浸 ス 隣 及 流
之 谷地 流 -t- 入
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